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寛政前期平戸藩領域における捕鯨業の一様相
――益冨大嶋組の運上史料から探る――

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
（
独

立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
図
書
資

料
館
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
漁
業
制
度
資
料　

筆
写
稿
本
』

（
以
下
、
筆
写
稿
本
）
所
収
の
（
当
時
長
崎
県
北
松
浦
郡
生
月
町
）

益
冨
治
保
家
文
書
（
以
下
、
益
冨
家
文
書
）
に
含
ま
れ
る
四
点

に
つ
い
て
の
翻
刻
と
そ
の
史
料
分
析
で
あ
る　

。
今
回
は
、

寛
政
前
期
に
お
け
る
益
冨
大
嶋
組
の
運
上
に
関
す
る
史
料
を

取
り
あ
げ
る
。

　

益
冨
組
の
運
上
史
料
を
活
用
し
た
研
究
と
し
て
は
、
松
下

志
朗
に
よ
る
極
め
て
秀
逸
な
論
考
が
あ
る　

。
松
下
は
、
益

冨
家
文
書
の
な
か
で
当
時
確
認
で
き
た
運
上
史
料
の
ほ
ぼ
す

べ
て
を
網
羅
し
て
定
量
的
に
分
析
し
た
。
松
下
は
、
益
冨
組

か
ら
平
戸
藩
へ
の
運
上
額
・
形
態
お
よ
び
、
鯨
組
と
平
戸
藩

の
財
政
問
題
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

寛
政
期
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
の
平
戸
藩
領
域
に
お
け

る
益
冨
組
の
捕
鯨
業
に
関
す
る
考
察
は
少
な
い
。こ
れ
ま
で
は
、

文
化
期
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
七
）
以
降
幕
末
期
に
か
け
た
益

冨
組
に
つ
い
て
研
究
が
集
中
し
て
い
た　

。
秀
村
選
三
は
、

寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
の
史
料
か
ら
西
海
地
方
に
お
け
る

捕
鯨
漁
場
で
の
鯨
組
の
展
開
に
つ
い
て
指
摘
し
た　

。
そ
の

な
か
で
秀
村
は
、
平
戸
藩
領
の
生
月
島
御
崎
浦
を
本
拠
地
と
し

た
益
冨
組
の
捕
鯨
業
の
展
開
状
況
に
つ
い
て
位
置
づ
け
し
た
。

　

筆
者
は
、
西
海
地
方
の
巨
大
鯨
組
が
、
捕
鯨
業
活
動
の
本

拠
地
が
あ
る
唐
津
藩
や
平
戸
藩
の
藩
領
域
を
越
え
て
、
南
部

の
五
島
藩
へ
進
出
し
た
実
態
を
初
め
て
考
察
し
た
。
益
冨
又

左
衛
門
組
が
、
寛
政
・
文
化
期
に
お
い
て
西
海
地
方
の
三
大

鯨
組
の
一
角
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
き
明
か
し
た
。
三
大
鯨
組
と

は
、
唐
津
藩
小
川
島
を
本
拠
地
と
す
る
中
尾
組
、
平
戸
藩
壱
岐

を
本
拠
地
と
す
る
土
肥
組
と
、
益
冨
組
の
こ
と
で
あ
る　

。

　

ま
た
、
平
戸
藩
の
捕
鯨
業
に
つ
い
て
は
、
平
戸
藩
領
域
の

み
な
ら
ず
西
海
捕
鯨
業
地
域
の
な
か
で
、
最
大
の
捕
獲
数
を

誇
っ
た
壱
岐
の
捕
鯨
業
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た　

。
平
戸
藩

生
月
島
の
御
崎
浦
に
お
い
て
捕
鯨
業
活
動
が
展
開
さ
れ
る
以

前
で
は
、
平
戸
藩
領
域
の
な
か
で
壱
岐
に
次
ぐ
捕
鯨
漁
場
と

さ
れ
て
い
た
の
が
的
山
大
島
、
平
戸
島
津
吉
浦
、
小
値
賀
島

な
ど
の
漁
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
つ
の
捕
鯨
漁

場
に
お
け
る
益
冨
組
の
捕
鯨
業
に
関
し
て
は
、
大
き
く
着
目

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

松
下
の
研
究
を
受
け
、
筆
者
は
筆
写
稿
本
所
収
の
運
上
史

料
を
中
心
に
、
年
代
別
に
分
け
て
検
討
を
試
み
て
き
た
。
そ

の
一
つ
と
し
て
筆
者
は
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
冬
浦
の

大
嶋
組
と
翌
寛
政
元
年
春
浦
の
津
吉
組
に
関
す
る
運
上
史
料

に
つ
い
て
考
察
し
た　

。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
天
明
末
期
か
ら

寛
政
初
期
に
か
け
た
益
冨
組
の
経
営
展
開
の
一
片
を
明
ら
か

に
し
た
。
本
稿
で
は
、
筆
写
稿
本
所
収
の
寛
政
初
期
の
運
上

史
料
の
四
点
を
、
益
冨
家
文
書
の
原
史
料
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
翻
刻
す
る
。
こ
の
四
点
は
、
年
代
的
・
地
域
的
に
は
前
稿

で
使
用
し
た
史
料
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
寛

政
前
期
の
益
冨
大
嶋
組
・
津
吉
組
に
お
け
る
捕
獲
鯨
と
そ
の

運
上
の
実
状
を
把
握
し
、
益
冨
組
が
平
戸
藩
領
域
に
て
展
開

し
た
捕
鯨
業
の
一
局
面
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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寛政前期平戸藩領域における捕鯨業の一様相

翻
刻
凡
例

１�

．
筆
写
稿
本
中
の
旧
字
体
等
は
、原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
ゟ
、〆
、而
、冨
に
つ
い
て
は
、

原
字
体
を
残
し
た
。

２
．
人
名
・
地
名
等
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
原
史
料
通
り
に
し
た
も
の
も
あ
る
。

３
．
本
文
中
に
読
点
（
、
）、
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。

４
．
筆
写
稿
本
中
で
誤
記
・
誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
原
史
料
と
照
合
し
て
修
正
を
施
し
た
。

５
．
本
文
中
の
体
裁
は
原
則
と
し
て
原
史
料
の
記
載
通
り
と
し
、
適
宜
本
書
形
式
に
合
わ
せ
た
。

６
．
片
仮
名
の
「
ニ
」「
ル
」
お
よ
び
助
詞
の
「
而
」
等
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
右
寄
せ
に
し
た
。

二
、
寛
政
元
年
の
大
嶋
冬
組
と
寛
政
二
年
の
津
吉
春
組
の
運
上
史
料

【
史
料
１
】

（
表
紙
）

　
「　
　

寛
政
二

酉
冬
ゟ    

　
　
　

大
嶋
組
御
運
上
銀
指
引
帳

戌
春
迄    

　
　

戌

　
　
　

五
月　
　
　
　
　

御
勝
手
方

　
　
　
　

益
冨
又
左
衛
門
殿　
　
　
　

」

　
　
　

酉
冬
ゟ　

　
　
　
　
　
　

大
嶋
組
運
上
先
納

　
　
　

戌
春
迄

一　

銀
三
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　

魚
運
上
先
納

一　

銀
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　

米
先
納

　

〆
銀
五
拾
貫
目

一　

銀
拾
三
貫
八
百
七
拾
目

　
　

�

但
、
大
嶋
組
・
津
吉
春
浦
共
ニ
取
揚
候
鯨
数
弐
拾
弐
本
之
内
、
勢
美
鯨
拾
本
、

御
運
上
銀
拾
貫
目
、雑
物
九
本
、御
運
上
銀
三
貫
八
百
七
拾
目
、同
三
本
座
頭
・

児
鯨
白
子
、
運
上
銀
な
し

一　

銀
弐
拾
壱
貫
八
百
四
拾
目

　
　

�

但
、
右
同
所
冬
・
春
鯨
数
弐
拾
弐
本
之
内
、
白
子
三
本
運
上
油
な
し
、
残
拾

九
本
ニ
当
ル
御
運
上
油
三
百
九
拾
丁
ニ
当
ル
代
壱
丁
五
拾
六
匁
か
へ

合
銀
八
拾
五
貫
七
百
拾
匁

　
　

内
三
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　

魚
運
上
先
納
引

残
五
拾
貫
七
百
拾
匁　
　
　
　
　
　
　

納
り
前

　
　

内
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　

申
十
一
月
納
り

　
　
　

但
、
先
納
米
代
表
納
り

　
　

同
三
拾
五
貫
七
百
拾
匁　
　
　

常
平
所
納
り
前　

右
者
大
嶋
組
、
去
酉
冬
ゟ
当
戌
春
迄
、
鯨
御
運
上
銀
指
引
如
此
御
座
候
已
上

　
　

戌

　
　
　

五
月
七
日　
　
　
　
　
　

竹　

冨
喜　

蔵
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀　

渕
与　

助

　
　
　
　
　
　
　

益
冨
又
左
衛
門
殿

前
書
之
通
承
届
候
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
勇　
　

平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

七
左
衛
門
㊞

　

ま
ず
、
史
料
よ
り
判
明
す
る
点
を
考
察
し
て
い
こ
う
。
表
題
に
は
大
嶋
組
と
あ
り
、

四
点
の
史
料
は
、
と
も
に
同
じ
表
題
で
あ
る
。
内
容
は
、
二
つ
の
益
冨
組
で
あ
る
冬
浦

の
大
嶋
組
と
春
浦
の
津
吉
組
に
お
け
る
捕
獲
鯨
の
実
態
と
、
そ
の
両
組
の
運
上
に
関
す

る
詳
細
な
記
録
で
あ
る
。

　

第
一
。
定
額
の
先
納
銀
は
、
魚
運
上
先
納
の
三
十
五
貫
目
と
米
先
納
の
十
五
貫
目
を
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合
算
し
て
五
十
貫
目
で
あ
っ
た
。
大
嶋
組
と
津
吉
組
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
・
安
永
期

（
一
七
五
一
～
一
七
八
〇
）
で
は
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時

期
に
は
、
定
額
の
運
上
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る　

。

　

第
二
。
次
に
、
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
銀
が
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
元
（
一
七
八
九
）

年
冬
浦
の
大
嶋
組
と
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
春
浦
の
津
吉
組
に
お
け
る
合
計
の
捕

獲
数
は
二
十
二
頭
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
勢
美
鯨
は
十
頭
で
あ
り
、
運
上
銀
は
十
貫
目

で
あ
っ
た
。
勢
美
鯨
の
運
上
銀
は
、
算
定
す
る
と
一
頭
に
つ
き
一
貫
目
と
な
っ
て
い
た
。

安
永
期
（
一
七
七
二
～
一
七
八
〇
）
か
ら
天
明
期
（
一
七
八
一
～
一
七
八
八
）
に
か
け
た
勢

美
鯨
一
頭
あ
た
り
の
運
上
銀
は
、
壱
岐
冬
浦
の
二
貫
二
百
五
十
目
と
春
浦
の
一
貫
五
百

目
で
あ
っ
た
。
史
料
１
と
の
運
上
額
と
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
大
嶋
組
と
津
吉

組
で
捕
獲
さ
れ
た
勢
美
鯨
の
運
上
額
は
、
大
幅
に
低
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る　

。

　

ま
た
、「
雑
物
」
は
九
頭
と
あ
り
、
運
上
銀
は
三
貫
八
百
七
十
目
で
あ
っ
た
。
雑
物
と

い
う
の
は
、
そ
の
後
に
記
さ
れ
た
「
同
三
本
座
頭
・
児
鯨
白
子
」
の
文
言
か
ら
も
判
明

す
る
。『
勇
魚
取
絵
詞
』（
以
下
、
絵
詞
と
す
る
）
に
よ
る
と
、
雑
物
は
勢
美
鯨
以
外
の

座
頭
鯨
、
児
鯨
、
長
須
鯨
な
ど
の
こ
と
で
、
ま
た
白
子
と
は
生
ま
れ
て
一
ヶ
月
ば
か
り

の
子
鯨
の
こ
と
で
あ
っ
た　

。
一
頭
あ
た
り
の
運
上
銀
は
四
百
三
十
目
で
あ
り
、
勢
美

鯨
と
同
じ
く
低
い
運
上
の
設
定
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
そ
の
雑
物
と
呼
ば

れ
た
座
頭
鯨
と
児
鯨
の
白
子
三
頭
に
は
、
運
上
銀
が
掛
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
三
。
続
い
て
最
後
に
、
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
油
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
白

子
の
三
頭
に
は
掛
か
ら
な
く
、
残
り
の
十
九
頭
で
三
百
九
十
丁
で
あ
っ
た　

。
一
丁
あ

た
り
は
五
十
六
匁
替
で
、
運
上
油
の
代
納
銀
は
二
十
一
貫
八
百
四
十
目
で
あ
っ
た　

。

　

第
四
。
定
額
と
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
の
総
計
は
、
八
十
五
貫
七
百
十
匁
で
あ
っ
た
。

そ
の
「
内
」
の
三
十
五
貫
目
は
魚
運
上
で
先
納
さ
れ
、
残
銀
の
「
納
り
前
」
は
五
十
貫

七
百
十
匁
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
内
」
の
十
五
貫
目
は
、
天
明
八
年
十
一
月
に
米
先
納
代

と
し
て
納
ま
っ
て
い
た
。
残
り
の
三
十
五
貫
七
百
十
匁
は
、常
平
所
へ「
納
り
前
」で
あ
っ

た
。
記
載
さ
れ
た
日
付
は
、
寛
政
二
年
五
月
七
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
点
ま

で
の
運
上
の
動
向
が
読
み
取
れ
る　

。

　
三
、
寛
政
二
年
の
大
嶋
冬
組
と
寛
政
三
年
の
津
吉
春
組
の
運
上
史
料

【
史
料
２
】

（
表
紙
）

　
　

寛
政
三

「
戌
冬
ゟ    

　
　
　

大
嶋
組
御
運
上
銀
指
引
帳

亥
春
迄    

　
　

亥

　
　
　

五
月　
　
　
　
　

御
勝
手
方
」

　
　
　

戌
冬
ゟ　

　
　
　
　
　
　

大
嶋
組
運
上
先
納

　
　
　

亥
春
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
冨
又
左
衛
門

一　

銀
三
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　

魚
運
上
先
納　

一　

銀
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　

米
先
納

　

〆
銀
五
拾
貫
目

一　

銀
七
貫
七
百
弐
拾
目

　
　

�

但
、
大
嶋
・
津
吉
冬
・
春
浦
取
揚
候
魚
数
拾
壱
本
之
内
、
勢
美
六
本
、
御
運

上
銀
六
貫
目
、
座
頭
四
本
、
御
運
上
銀
壱
貫
七
百
弐
拾
目
、
座
頭
白
子
壱
本
、

御
運
上
御
免

一　

銀
拾
貫
弐
百
六
拾
目

　
　

�

但
、
右
同
所
冬
・
春
取
揚
候
魚
数
拾
壱
本
之
内
、
勢
美
黒
子
壱
本
、
油
御
運

上
御
免
、
座
頭
白
子
壱
本
、
御
運
上
御
免
、
残
九
本
ニ
当
ル
御
運
上
油
百
九
拾

挺
ニ
当
ル
銀
壱
挺
五
拾
四
匁
替
ニ
〆

　
　
　

㊞

合
銀
六
拾
七
貫
九
百
八
拾
目

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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内
三
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　

右
ニ
記
魚
御
運
上
先
納
引

　
　

㊞

残
三
拾
弐
貫
九
百
八
拾
目　
　
　
　

 　
　

納
り
前

　
　

内
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　

米
先
納
銀
引

　
　

同
拾
七
貫
九
百
八
拾
目　
　
　

常
平
所
納
相
成
分

　
　

〆　

右
者
去
戌
冬
ゟ
当
亥
春
迄
、
大
嶋
組
・
津
吉
春
浦
共
、
取
揚
候
鯨
御
運
上
銀
差
引

如
斯
御
座
候
已
上

　
　

亥

　
　
　

五
月
十
二
日　
　
　
　
　

竹　

冨
喜　

蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀　

渕
与　

助
㊞

　
　
　
　
　
　
　

益
冨
又
左
衛
門
殿

前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
勇　
　

平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
多
川
集
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
木
形
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
野
川
軍
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

七
左
衛
門
㊞

　

同
じ
く
判
明
す
る
点
を
、
史
料
１
と
比
較
し
な
が
ら
列
記
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
。
定
額
の
先
納
銀
は
、
魚
運
上
先
納
の
三
十
五
貫
目
と
米
先
納
の
十
五
貫
目
を

合
算
し
た
五
十
貫
目
で
あ
っ
た
。
史
料
１
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
定
額
の

運
上
が
存
在
し
た　

。

　

第
二
。
次
に
、
史
料
１
と
同
じ
く
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
銀
が
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
政

二
年
冬
浦
の
大
嶋
組
と
寛
政
三
年
春
浦
の
津
吉
組
の
捕
獲
数
は
、
合
計
で
十
一
頭
で

あ
っ
た
。
捕
獲
鯨
は
、種
類
別
に
記
さ
れ
て
い
る
。
勢
美
鯨
は
、六
頭
で
六
貫
目
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
史
料
１
と
同
様
で
、
勢
美
鯨
一
頭
に
つ
き
一
貫
目
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
座
頭
鯨
の
四
頭
で
は
、
一
貫
七
百
二
十
目
で
あ
っ
た
。
座
頭
鯨
の
名
称
は
、

史
料
１
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
座
頭
鯨
一
頭
あ
た
り
の
運
上
銀
は
、
四
百
三
十
目
に

な
る
。
こ
の
額
は
、
史
料
１
で
の
「
雑
物
」
と
同
じ
運
上
額
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
史

料
１
と
同
様
に
座
頭
鯨
の
白
子
に
は
、
運
上
銀
は
掛
か
ら
な
か
っ
た
。

　
『
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
』（
以
下
、
永
続
鑑
と
す
る
）
に
は
、
捕
獲
鯨
の
種
類
に
よ
る

運
上
銀
お
よ
び
運
上
油
の
額
が
記
さ
れ
て
い
る　

。
参
照
し
て
み
る
と
、
冬
浦
の
勢
美

鯨
一
頭
あ
た
り
の
運
上
銀
は
二
貫
二
百
五
十
目
で
、
春
浦
の
勢
美
鯨
一
頭
あ
た
り
の
運

上
銀
は
一
貫
五
百
目
と
あ
る　

。
座
頭
鯨
一
頭
あ
た
り
に
つ
い
て
は
、
冬
浦
の
一
貫

百
二
十
五
匁
、
春
浦
の
七
百
五
十
匁
と
さ
れ
て
い
る　

。
史
料
１
・
２
か
ら
判
明
し
た

勢
美
鯨
と
座
頭
鯨
の
そ
れ
ぞ
れ
一
頭
あ
た
り
の
額
と
は
、
か
な
り
の
隔
た
り
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
運
上
額
が
、
寛
政
前
期
の
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
組
に
よ
る
捕
鯨
業
の

実
相
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
春
浦
の
運
上
額
よ
り
も
低
い
大
嶋
冬
組
の
運
上
額
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
。
史
料
１
と
同
様
に
運
上
銀
に
続
い
て
、
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
油
が
記
さ
れ
て

い
る
。
運
上
油
で
は
、
勢
美
鯨
の
黒
子
と
座
頭
鯨
の
白
子
の
二
頭
に
は
掛
か
ら
な
か
っ

た
。
既
述
の
よ
う
に
捕
獲
さ
れ
た
勢
美
鯨
は
六
頭
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
一
頭
は
黒

子
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
記
述
よ
り
判
明
す
る
。
絵
詞
に
は
、「
一
ヶ
月
を
過
、
そ

の
年
の
内
に
色
稍
黒
く
成
た
る
を
黒
子
と
云
也
」
と
あ
る　

。
黒
子
、
白
子
と
も
に
子

鯨
の
運
上
銀
・
運
上
油
は
、史
料
１
・
２
か
ら
み
る
と
「
な
し
」「
御
免
」
と
な
っ
て
い
る
。

永
続
鑑
に
は
、「
子
ハ
御
運
上
銀
油
共
ニ
御
用
捨
也
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
黒
子

と
白
子
の
運
上
銀
お
よ
び
運
上
油
に
つ
い
て
は
、
本
史
料
の
通
り
で
あ
っ
た
と
み
て
よ

か
ろ
う　

。
残
り
の
九
頭
の
運
上
油
は
、
百
九
十
丁
で
あ
っ
た
。
一
丁
あ
た
り
は

五
十
四
匁
替
と
な
っ
て
お
り
、
代
銀
納
と
し
て
十
貫
二
百
六
十
目
と
な
っ
て
い
た　

。

　

第
四
。
運
上
の
総
計
は
、
六
十
七
貫
九
百
八
十
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
内
」
の

三
十
五
貫
目
は
、
魚
運
上
で
先
納
さ
れ
て
い
た
。
残
銀
の
「
納
り
前
」
は
、
三
十
二
貫

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）（

18
）

（
19
）

（
20
）
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九
百
八
十
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
内
」
の
十
五
貫
目
は
米
先
納
銀
引
分
で
あ
り
、
十
七

貫
九
百
八
十
目
は
常
平
所
へ
の
納
入
分
で
あ
っ
た
。
記
載
の
日
付
は
、
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）
五
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。　

四
、
寛
政
三
年
の
大
嶋
冬
組
と
寛
政
四
年
の
津
吉
春
組
の
運
上
史
料

【
史
料
３
】

（
表
紙
）

「　

寛
政
四

亥
冬
ゟ    

　
　
　

大
嶋
組
御
運
上
銀
指
引
帳

子
春
迄    

　
　

子

　
　
　

六
月  　
　
　
　
　
　
　
　

」

一　

銀
三
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　

魚
運
上
先
納　

一　

銀
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　

米
先
納

　

〆
銀
五
拾
貫
目

一　

銀
弐
拾
貫
八
百
六
拾
目

　
　

�

但
、
大
嶋
・
津
吉
冬
・
春
取
揚
候
魚
数
弐
拾
三
本
之
内
、
勢
美
拾
六
本
・
二

最
合
、
御
運
上
銀
弐
拾
貫
目
、
座
頭
壱
本
・
一
最
合
、
御
運
上
銀
八
百
六
拾

目
当
ル
銀

一　

銀
弐
拾
八
貫
目

　
　

�

但
、
右
同
所
冬
・
春
魚
数
弐
拾
三
本
之
内
、
勢
美
・
座
頭
白
子
三
本
、
御
運

上
油
御
免
、
残
弐
拾
本
、
御
運
上
油
五
百
六
拾
挺
当
ル
銀
壱
挺
五
拾
目
替

　
　

㊞

合
銀
九
拾
八
貫
八
百
六
拾
目

　
　

内
三
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　

右
ニ
記
魚
御
運
上
先
納

　
　

同
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　

米
先
納
銀
納
引

残
四
拾
八
貫
八
百
六
拾
目　
　
　
　

常
平
所
納
前

（
張
紙
）
此
銀
丸
屋
治
右
衛
門
、
木
屋
助
次
郎
両
家
ゟ
相
納
り
済　

右
者
去
亥
冬
ゟ
当
子
春
迄
、
大
嶋
組
・
津
吉
春
浦
共
、
取
揚
候
鯨
御
運
上
銀
指
引

如
斯
御
座
候
以
上

　
　

子

　
　
　

六
月　
　
　
　
　
　
　
　

深　

見
又
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

瀬
辰　
　
　

平
㊞

　
　
　
　
　
　
　

益
冨
又
左
衛
門
殿

前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋　

本
勇　
　
　

平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
多
川
集

兵

衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　

高
治
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

木
形
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

七
左
衛
門
㊞

　

史
料
３
か
ら
判
明
す
る
点
を
、
先
の
二
つ
の
史
料
を
照
ら
し
つ
つ
み
て
い
こ
う
。

　

第
一
。
定
額
の
先
納
銀
は
、
史
料
１
・
２
と
同
じ
く
魚
運
上
先
納
の
三
十
五
貫
目
と

米
先
納
の
十
五
貫
目
を
合
算
し
た
五
十
貫
目
で
あ
っ
た
。
本
史
料
で
も
、
定
額
の
運
上

か
ら
記
述
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

第
二
。
続
い
て
史
料
３
で
も
同
様
に
、
捕
獲
鯨
の
種
類
と
数
に
よ
る
運
上
銀
が
子
細

に
書
か
れ
て
い
る
。
寛
政
三
年
冬
浦
の
大
嶋
組
と
寛
政
四
年
春
浦
の
津
吉
組
の
捕
獲
数

は
、
合
計
で
二
十
三
頭
で
あ
っ
た
。
史
料
１
・
２
よ
り
増
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
史
料
に
お
い
て
も
、
捕
獲
鯨
は
種
類
別
に
記
さ
れ
て
い
た
。
勢
美
鯨
は
、
十
六
頭

と
二
最
合
の
計
二
十
頭
で
あ
っ
た
。
一
最
合
と
は
子
持
ち
の
鯨
の
こ
と
で
あ
り
、
親
鯨

と
子
鯨
の
両
方
を
合
わ
せ
て
二
頭
と
な
る　

。
運
上
銀
は
二
十
貫
目
で
あ
っ
た
の
で
、

勢
美
鯨
一
頭
に
つ
き
一
貫
目
と
な
る
。

（
21
）
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座
頭
鯨
は
、
一
頭
と
一
最
合
の
計
三
頭
で
八
百
六
十
目
で
あ
っ
た
。
史
料
２
で
み
ら

れ
た
よ
う
に
、
勢
美
鯨
の
子
に
は
運
上
銀
は
掛
か
っ
た
。
本
史
料
で
も
座
頭
鯨
の
子
に

は
運
上
銀
は
掛
か
ら
な
く
、
親
鯨
一
頭
あ
た
り
は
四
百
三
十
目
と
な
っ
て
い
た　

。
史

料
１
～
３
ま
で
で
、
勢
美
鯨
の
運
上
銀
は
座
頭
鯨
の
そ
れ
の
倍
額
以
上
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
確
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
冬
・
春
浦
が
過
去
三
年
間
で
一
番
の
大
漁
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
運
上
銀
の
総
額
が
増
大
し
て
い
た
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

　

第
三
。
次
は
、
史
料
１
・
２
と
同
じ
く
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
油
の
記
載
で
あ
る
。
先

述
の
勢
美
鯨
の
子
鯨
二
頭
と
座
頭
鯨
の
子
鯨
一
頭
を
足
し
た
白
子
三
頭
に
は
、
運
上
油

は
掛
か
ら
な
か
っ
た
。
残
り
の
二
十
頭
の
運
上
油
は
、
五
百
六
十
丁
で
あ
っ
た
。
一
丁

あ
た
り
は
五
十
目
替
と
な
っ
て
お
り
、
二
十
八
貫
目
の
代
銀
納
で
あ
っ
た
。

　

第
四
。
運
上
の
総
計
は
、
九
十
八
貫
八
百
六
十
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
内
」
の

三
十
五
貫
目
は
、
魚
運
上
で
先
納
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
「
内
」
の
十
五
貫
目
は
、

米
先
納
銀
引
分
で
あ
っ
た
。
残
銀
の「
常
平
所
納
前
」は
、四
十
八
貫
八
百
六
十
目
で
あ
っ

た
。
し
か
し
張
紙
が
な
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
残
銀
は
丸
屋
治
右
衛
門
と
木
屋
助
次
郎
の
両

家
よ
り
「
相
納
り
済
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る　

。
記
載
の
日
付
は
、
寛
政

四
年
（
一
七
九
二
）
六
月
で
あ
っ
た
。

　
五
、
寛
政
四
年
の
大
嶋
冬
組
と
寛
政
五
年
の
津
吉
春
組
の
運
上
史
料

【
史
料
４
】

（
表
紙
）

　

「　
　

寛
政
五

子
冬
ゟ    

　
　
　

大
嶋
組
御
運
上
銀
指
引
帳

丑
春
迄    

　
　

丑

　
　
　

五
月　
　
　
　
　

御
勝
手
方
」

　
　
　

子
冬
ゟ　

　
　
　
　
　
　

大
嶋
組
御
運
上
先
納

　
　
　

丑
春
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
冨
又
左
衛
門

一　

銀
三
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　

魚
御
運
上
先
納　

一　

銀
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　
　

米
先
納

　

〆
銀
五
拾
貫
目

一　

銀
六
貫
八
百
六
拾
目

　
　

�

但
、
大
嶋
・
津
吉
冬
・
春
取
揚
候
魚
数
九
本
之
内
、
勢
美
鯨
四
本
・
白
子
持

壱
最
合
、
都
合
六
本
御
運
上
銀
六
貫
目
、
座
頭
壱
本
・
児
鯨
白
子
持
壱
最
合
、

御
運
上
銀
弐
拾
枚
ニ
当
ル
銀
、
児
鯨
白
子
御
運
上
御
免

一　

銀
八
貫
五
百
目

　
　

�

但
、
右
同
所
冬
・
春
魚
数
九
本
之
内
、
勢
美
・
児
鯨
白
子
弐
本
、
御
運
上
油

御
免
、
残
七
本
之
御
運
上
油
百
七
拾
丁
ニ
当
ル
銀
壱
丁
五
拾
目
替
ニ
而
、
勢
美
壱

本
ニ
付
油
三
拾
丁
、
雑
物
壱
本
ニ
付
油
拾
丁
宛
ニ
而

　
　

〆

　
　
　

㊞

合
銀
六
拾
五
貫
三
百
六
拾
目

　
　

内
三
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　

右
ニ
記
魚
御
運
上
先
納
引

残
三
拾
貫
三
百
六
拾
目　
　
　
　

 　
　

　
　

此
内
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　

米
先
納
銀
ニ
納
引

　
　

同
拾
五
貫
三
百
六
拾
目　
　

　

㊞　

此
銀
丑
五
月
十
五
日
川
崎
屋
藤
助
殿
ゟ
相
納
済　

常
平
所
納
ニ
相
成
分

右
者
去
子
冬
ゟ
丑
春
迄
、
大
嶋
組
・
津
吉
春
浦
共
、
取
揚
候
鯨
御
運
上
銀
指
引
如

斯
御
座
候
以
上

　
　

丑
五
月　
　
　
　
　
　
　
　

永　

田
幸

之

助
㊞　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

見
又
次
右
衛
門

（
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）
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南　

部
曽　
　
　

平
㊞

　
　
　
　
　
　
　

益
冨
又
左
衛
門
殿

前
書
之
通
承
届
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋　

本
勇　
　
　

平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　

高
治
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

七
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧　

山
権
右
衛
門　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

史
料
１
～
３
と
同
じ
く
判
明
す
る
点
を
ま
と
め
て
い
こ
う
。

　

第
一
。
定
額
の
先
納
銀
は
、
魚
運
上
先
納
の
三
十
五
貫
目
と
米
先
納
の
十
五
貫
目
を

合
算
し
た
五
十
貫
目
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
三
つ
の
史
料
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
天
明
八
年
か
ら
五
期
連
続
で
の
定
額
が
、
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

第
二
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
運
上
銀
が
、
勢
美
鯨
か
ら
順
を
追
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

寛
政
四
年
冬
浦
の
大
嶋
組
と
寛
政
五
年
春
浦
の
津
吉
組
の
捕
獲
数
は
、
合
計
で
九
頭
で

あ
っ
た
。
過
去
の
期
間
の
な
か
で
最
低
の
捕
獲
数
と
な
っ
て
い
た
。
勢
美
鯨
は
白
子
も

入
れ
て
「
都
合
六
本
」
で
六
貫
目
で
あ
り
、
一
頭
に
つ
き
一
貫
目
と
な
っ
て
い
た
。「
座

頭
壱
本
・
児
鯨
白
子
持
壱
最
合
」
で
は
、「
弐
拾
枚
ニ
当
ル
銀
」
と
な
っ
て
い
た
。
座
頭

一
頭
と
児
鯨
の
親
子
二
頭
で
は
、
八
百
六
十
目
で
あ
っ
た
。「
児
鯨
白
子
御
運
上
御
免
」

と
あ
る
の
で
、
座
頭
鯨
の
親
鯨
と
児
鯨
一
頭
あ
た
り
は
、
四
百
三
十
目
に
な
る
。

　

先
の
三
つ
の
史
料
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
大
嶋
組
と
津
吉
組
に
お
い
て
、
勢
美
鯨

は
一
頭
に
つ
き
一
貫
目
、
座
頭
鯨
ほ
か
雑
物
は
一
頭
に
つ
き
四
百
三
十
目
と
定
ま
っ
て

い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う　

。
座
頭
鯨
と
児
鯨
の
親
鯨
に
は
、運
上
銀
が
「
弐
拾
枚
」

に
あ
た
る
銀
は
八
百
六
十
目
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る　

。
よ
っ
て
、
雑
物
の
子

鯨
に
は
、
運
上
銀
は
掛
か
ら
な
か
っ
た
。

　

第
三
。
こ
れ
ま
で
の
史
料
と
同
じ
く
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
油
の
記
載
で
あ
る
。
先
述

の
勢
美
鯨
の
子
鯨
一
頭
と
児
鯨
の
子
鯨
一
頭
を
足
し
た
白
子
二
頭
に
は
、
運
上
油
は
掛

か
ら
な
か
っ
た
。
残
り
の
勢
美
鯨
の
五
頭
と
座
頭
鯨
の
一
頭
お
よ
び
児
鯨
の
一
頭
の
計

七
頭
の
運
上
油
は
百
七
十
丁
で
あ
っ
た
。
一
丁
あ
た
り
は
五
十
目
替
で
、
代
納
銀
は
八

貫
五
百
目
で
あ
っ
た
。

　

史
料
１
～
３
に
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
史
料
に
は
勢
美
鯨
一
頭
あ
た
り

と
雑
物
一
頭
あ
た
り
の
運
上
油
代
が
書
か
れ
て
い
る
。
勢
美
鯨
は
三
十
丁
で
、
雑
物
は

十
丁
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
値
で
四
つ
の
史
料
の
運
上
油
を
計
算
す
る
と
、
す
べ
て
一
致

し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
平
戸
藩

領
域
の
壱
岐
や
生
月
島
と
は
違
っ
た
捕
獲
鯨
一
頭
あ
た
り
の
運
上
銀
と
運
上
油
を
見
出

す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た　

。
す
な
わ
ち
、
的
山
大
島
と
平

戸
島
津
吉
浦
は
、
平
戸
藩
領
域
で
第
三
番
目
に
位
置
し
た
捕
鯨
漁
場
で
あ
っ
た
。

　

第
四
。
運
上
の
総
計
は
、
六
十
五
貫
三
百
六
十
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
内
」
の

三
十
五
貫
目
は
、魚
運
上
で
先
納
さ
れ
て
い
た
。
残
銀
は
、三
十
貫
三
百
六
十
目
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
内
」
の
十
五
貫
目
は
米
先
納
銀
納
引
分
で
あ
り
、
十
五
貫

三
百
六
十
目
は
常
平
所
へ
の
納
入
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
寛
政
五
年
「
丑
五
月

十
五
日
」
に
川
崎
屋
藤
助
よ
り
「
相
納
済
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る　

。

記
載
の
日
付
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
五
月
と
な
っ
て
い
た
。

六
、
お
わ
り
に

　

本
稿
に
よ
る
結
論
と
し
て
は
、
次
の
四
つ
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
。
前
稿
の
天
明
八
年
か
ら
み
て
み
る
と
、
捕
獲
数
の
増
減
が
激
し
か
っ
た
五
年
間

で
あ
っ
た
。
捕
獲
状
況
の
な
か
で
目
立
つ
こ
と
は
、
絵
詞
に
あ
る
よ
う
に
勢
美
鯨
が
最
も
捕

獲
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
勢
美
鯨
と
座
頭
鯨
の
運
上
銀
の
大
き
な
違
い
か
ら
鑑
み
て
、
勢

美
鯨
の
捕
獲
数
が
、
そ
の
年
の
運
上
額
全
体
を
左
右
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

　

筆
者
は
、
天
保
期
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
三
）
の
「
大
漁
日
録
」
と
題
さ
れ
た
沖
場
で

の
捕
獲
作
業
に
関
す
る
現
場
の
日
誌
を
分
析
し
た
。
そ
こ
か
ら
、と
く
に
鯨
捕
獲
の
ル
ー

ト
を
狙
っ
た
鯨
組
の
活
動
を
考
察
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
羽
指
に
よ
る
捕
獲
活
動
は
、

（
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寛政前期平戸藩領域における捕鯨業の一様相

勢
美
鯨
を
最
優
先
で
狙
っ
た
展
開
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た　

。
絵
詞
に
勢
美

鯨
の
商
品
価
値
の
高
さ
が
書
か
れ
て
い
た
が　

、
寛
政
前
期
の
平
戸
藩
領
域
の
捕
鯨
漁

場
に
お
い
て
も
勢
美
鯨
の
捕
獲
が
、
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
運
上
史
料
か
ら
判

然
と
し
た
。

　

第
二
。
寛
政
前
期
の
益
冨
組
に
よ
る
捕
鯨
業
の
実
相
と
は
、
壱
岐
と
生
月
島
以
外
に

生
月
島
の
隣
島
で
あ
っ
た
的
山
大
島
の
捕
鯨
漁
場
ま
で
も
手
中
に
し
た
活
動
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
益
冨
組
が
寛
政
期
以
降
に
大
村
・
五
島
両
藩
の
春
浦
の
捕
鯨
漁
場
へ
積
極
的

に
進
出
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た　

。

　

前
稿
で
は
、
安
永
前
期
に
大
嶋
組
と
津
吉
組
が
平
戸
藩
領
域
の
第
三
の
捕
鯨
基
地
と

し
て
、
益
冨
組
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た　

。
こ
の
点
は
、
藤
本
隆
士
が
安
永

期
（
一
七
七
二
～
一
七
八
〇
）
の
捕
獲
数
と
そ
の
内
訳
か
ら
解
明
し
て
い
た　

。
そ
の

捕
獲
数
と
内
訳
か
ら
み
る
と
、
壱
岐
や
生
月
島
に
比
べ
て
大
嶋
・
津
吉
両
組
は
不
漁
で

あ
っ
た
た
め
に
、
安
永
期
は
三
期
で
終
了
し
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
安
永
初
期
以
降
に
お
い
て
、
寛
政
期
に
大
嶋
・
津
吉
両
組
の
活
動

が
再
開
し
て
い
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
か
つ
、本
史
料
か
ら
安
永
期
で
は
判
明
し
な
か
っ

た
捕
獲
数
と
、
そ
の
内
訳
以
外
の
運
上
額
に
つ
い
て
紐
解
い
た
。
こ
こ
か
ら
寛
政
前
期

に
お
け
る
捕
鯨
業
の
様
相
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
的
山
大

島
と
平
戸
島
津
吉
浦
の
捕
獲
数
の
増
減
が
、
著
し
い
捕
鯨
漁
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
益
冨
組
は
、
安
永
期
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
平
戸
藩
領
域
の
有
数
な
捕
鯨

漁
場
に
お
い
て
、
鯨
組
を
三
つ
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
は
歴
然
の
事
実
と
な
っ
た
。
そ

れ
は
、
近
世
期
を
通
じ
て
代
表
的
な
巨
大
鯨
組
が
、
平
戸
藩
領
域
に
お
い
て
誕
生
し
た

時
期
を
意
味
し
て
い
た
。

　

第
三
。
大
嶋
・
津
吉
両
組
に
お
け
る
定
額
の
先
納
銀
は
、
魚
運
上
と
米
先
納
だ
け
で

あ
っ
た
。
壱
岐
や
生
月
島
の
益
冨
組
で
み
ら
れ
た
油
に
は
、
先
納
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

捕
獲
鯨
の
種
類
別
に
よ
っ
て
運
上
銀
と
運
上
油
が
事
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
、寛
政
前
期
の
史
料
か
ら
も
わ
か
る
。
し
か
し
、永
続
鑑
に
書
か
れ
て
い
た
運
上
銀
は
、

壱
岐
や
生
月
島
の
捕
鯨
漁
場
で
の
額
で
あ
っ
た　

。

　

本
史
料
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
永
続
鑑
に
な
い
低
額
の
運
上
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

は
、
平
戸
藩
領
域
の
捕
鯨
漁
場
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
材
料
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
が
壱
岐
や
生
月
島
と
対
比
し
て
、
的
山
大
島
や
津
吉
浦
の
捕
鯨
漁
場
の
価
値
が
低

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
益
冨
組
の
経
営
に

と
っ
て
決
し
て
良
い
意
味
合
い
で
は
な
か
っ
た　

。
そ
の
た
め
に
寛
政
前
期
の
五
つ
の

期
間
で
大
嶋･

津
吉
両
組
は
終
了
し
た
と
推
察
で
き
る
。

　

第
四
。
寛
政
前
期
は
、
益
冨
組
経
営
の
転
換
期
を
示
し
て
い
た
。
寛
政
四
年
前
後
は
、

大
村
藩
松
島
を
本
拠
と
し
た
深
澤
組
が
消
滅
し
た
時
期
で
あ
っ
た　

。
冒
頭
に
既
述
し

た
よ
う
に
筆
者
は
三
大
鯨
組
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
宝
暦
期
（
一
七
五
一
～

一
七
六
三
）
か
ら
天
明
期
（
一
七
八
一
～
一
七
八
八
）
ま
で
は
、
当
時
の
全
国
の
長
者
番
付

に
幾
度
も
み
え
る
よ
う
に
四
大
鯨
組
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
海
捕
鯨
業
地
域
で
は
深

澤
組
を
入
れ
て
、
北
部
か
ら
唐
津
藩
領
の
中
尾
組
、
平
戸
藩
領
の
土
肥
組
と
益
冨
組
、
大

村
藩
領
の
深
澤
組
の
四
つ
の
巨
大
鯨
組
に
よ
る
捕
鯨
業
が
展
開
し
て
い
た　

。
そ
し
て

深
澤
組
の
消
滅
に
は
、
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
組
の
同
族
団
経
営
に
よ
る
捕
鯨
業
の

成
功
が
大
き
く
絡
ん
で
い
た　

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
松
下
に
よ
る
運
上
史
料
の
定
量
的
な
分
析
に
対
し
て
、
筆
者
は
定

性
的
な
分
析
を
、
こ
れ
ま
で
の
四
つ
の
論
考
を
受
け
て
継
続
的
に
本
稿
で
も
試
み
た　

。

そ
れ
に
よ
り
、
宝
暦
期
か
ら
寛
政
前
期
に
か
け
た
益
冨
組
に
よ
る
平
戸
藩
領
域
に
お
け

る
捕
鯨
業
の
展
開
過
程
を
、
捕
獲
鯨
の
実
態
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
数

値
か
ら
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
捕
鯨
業
の
様
相
の
一
つ
を
浮
き
彫

り
に
し
た
。
こ
の
点
は
、
松
下
が
示
し
た
平
戸
藩
に
納
め
る
年
間
の
莫
大
な
運
上
額
の

基
準
が
、
ど
の
よ
う
な
要
因
で
決
め
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
、
西
海
捕
鯨
業
の
成

立
・
発
展
背
景
の
一
端
に
迫
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
結
論
を
進
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
課
題
が
出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
以
下
に
、
四

つ
ほ
ど
あ
げ
て
締
め
括
り
と
す
る
。

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）
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第
一
。
寛
政
期
の
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
組
の
捕
鯨
業
に
つ
い
て
は
、
一
層
の

考
察
が
必
要
で
あ
る
。
壱
岐
の
二
つ
の
瀬
戸
・
勝
本
両
組
と
生
月
島
の
御
崎
組
の
運
上

史
料
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
然
な
が
ら
そ
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う　

。

そ
れ
ら
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
天
明
期
と
文
化
期
以
降
の
運
上
史
料
の
分
析
を
進

め
る
こ
と
も
必
須
の
作
業
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
運
上
史
料
の
定
性
的
な
分
析
を

行
う
え
で
、
松
下
に
よ
る
定
量
分
析
結
果
の
位
置
づ
け
と
再
確
認
の
並
行
作
業
を
要
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

第
二
。
第
一
の
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
考
察
結
果
で

判
明
し
た
実
態
を
、
さ
ら
に
広
げ
な
が
ら
深
め
て
い
く
こ
と
も
同
時
に
欠
か
せ
な
い
作

業
と
な
る
。
例
え
ば
、
先
納
銀
に
つ
い
て
は
、
益
冨
家
と
そ
の
同
族
以
外
か
ら
も
支
払

わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
分
析
し
た
史
料
か
ら
、
各
地
の
商
人
の
存
在

が
鮮
明
に
な
っ
た
。
本
稿
で
も
、史
料
３
・
４
の
張
紙
で
丸
屋
治
右
衛
門
、木
屋
助
次
郎
、

川
崎
屋
藤
助
の
三
名
が
現
れ
た
。

　

松
下
の
論
考
か
ら
で
は
、
運
上
関
係
は
藩
と
益
冨
組
の
み
の
関
係
に
み
え
る
が
、
実

は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
間
に
は
、
多
く
の
市
場
や
都
市
そ
し
て
、
そ
こ
で
活
動

す
る
商
人
が
介
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
益
冨
組
が
巨
大
鯨
組
に
成
長
し
た
要
因
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
鯨
組
の
活
動
と
は
単
な
る
漁
村
の
漁
業
活
動
で
な
く
、商
業
活
動
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
た　

。
近
世
捕
鯨
業
史
研
究
か
ら
商
人
の
出
自
を
解
明
し
、
先
納

に
お
け
る
運
上
関
係
を
示
す
概
念
図
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
商
品
流
通
史
研
究

に
貢
献
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

第
三
。
鯨
の
種
類
に
よ
る
運
上
の
違
い
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
鯨
の
種
類

に
よ
っ
て
販
売
額
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
鯨

種
類
別
の
販
売
価
格
な
ど
の
精
察
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究

は
み
ら
れ
な
い
。
益
冨
組
に
つ
い
て
は
鯨
の
部
位
別
の
商
品
価
格
に
関
す
る
史
料
が
多

数
残
存
し
て
い
る
の
で
、
今
後
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る　

。

　

第
四
。
近
世
後
期
の
西
海
地
方
周
辺
に
お
け
る
運
上
銀
の
実
態
に
つ
い
て
、
橋
村
修
は

最
近
の
研
究
で
肥
後
国
天
草
郡
の
あ
ま
漁
村
を
事
例
に
取
り
あ
げ
た　

。
九
州
地
方
の

運
上
銀
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
捕
鯨
業
以
外
の
運
上
銀
に
つ
い
て
の
史

料
の
探
索
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
み
て
、
西
日
本
に
お
け
る
海
の
産
物

の
生
産
・
販
売
に
つ
い
て
は
、
貨
幣
経
済
の
浸
透
が
著
し
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

漁
村
・
海
村
の
研
究
や
商
品
貨
幣
経
済
の
研
究
に
大
き
な
立
ち
遅
れ
が
あ
る
以
上
、
現
在

展
開
さ
れ
て
い
る
近
世
社
会
像
の
構
築
は
不
十
分
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
膨

大
な
捕
獲
数
に
よ
る
運
上
額
が
最
大
級
の
漁
業
で
あ
り
、
一
大
産
業
で
あ
っ
た
捕
鯨
業
の

実
態
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
近
世
社
会
を
探
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
研
究
と
な
る　

。

　
　註（

１�

）　
「
寛
政
二
戌
五
月　

酉
冬
ゟ
戌
春
迄　

大
嶋
組
御
運
上
銀
指
引
帳　

御
勝
手
方　

益
冨
又
左
衛

門
殿
」（
№
一
〇
五
）、「
寛
政
三
亥
五
月　

戌
冬
ゟ
亥
春
迄　

大
嶋
組
御
運
上
銀
指
引
帳　

御
勝
手

方
」（
№
一
三
三
）、「
寛
政
四
子
六
月　

亥
冬
ゟ
子
春
迄　

大
嶋
組
御
運
上
銀
指
引
帳
」（
№

一
五
三
）、「
寛
政
五
丑
五
月　

子
冬
ゟ
丑
春
迄　

大
嶋
組
御
運
上
銀
指
引
帳　

御
勝
手
方
」（
№

一
〇
九
）。
以
上
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
秀
村
選
三
・
藤
本
隆
士
他
編
『
益
冨
家
文
書
年
代
順
目
録
』

の
四
～
五
頁
を
参
照
。

（
２�

）　

松
下
志
朗｢

西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
運
上
銀
に
つ
い
て
」。
以
下
、
と
く
に
具
体
的
に
文
献
を

示
さ
な
い
も
の
は
、
引
用
・
参
考
文
献
に
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
頁
数
を
示
し
て
い
な
い
場
合
は
、

文
献
全
体
に
関
係
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

（
３�

）　

引
用
・
参
考
文
献
の
秀
村
選
三
、
藤
本
隆
士
、
武
野
要
子
、
鳥
巣
京
一
、
末
田
智
樹
を
中
心
と

し
た
益
冨
組
関
係
の
研
究
文
献
を
参
照
。

（
４�
）　

秀
村
選
三
・
藤
本
隆
士
「
西
海
捕
鯨
業
」
一
六
〇
頁
。
秀
村
は
、
註
（
３
）
の
益
冨
組
研
究
を

試
み
て
き
た
研
究
者
の
な
か
で
最
も
益
冨
家
文
書
の
重
要
性
を
示
し
つ
つ
、
益
冨
組
を
西
海
地
方

の
鯨
組
の
な
か
で
常
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
寛
政

十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
頃
に
益
冨
組
の
鯨
油
が
中
津
藩
の
城
下
町
に
お
い
て
流
通
し
て
い
た
点
に

つ
い
て
、
山
本
香
代
が
「
十
八
世
紀
の
中
津
城
下
町
商
業
」（『
大
分
縣
地
方
史
』
第
一
一
〇
号
、

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）
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寛政前期平戸藩領域における捕鯨業の一様相

一
九
八
三
年
）
の
な
か
で
指
摘
し
て
い
る
。

（
５
）　

末
田
智
樹
「
近
世
日
本
に
お
け
る
捕
鯨
漁
場
の
地
域
的
集
中
の
形
成
過
程
」。

（
６�
）　

例
え
ば
、
壱
岐
に
関
す
る
益
冨
組
研
究
で
は
、
武
野
要
子
「
壱
岐
捕
鯨
業
の
一
研
究
」、
武
野

要
子
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」、
鳥
巣
京
一
『
西
海
捕
鯨
業
史
の
研
究
』、
鳥
巣
京
一
『
西
海
捕

鯨
の
史
的
研
究
』
な
ど
を
参
照
。

（
７�

）　

末
田
智
樹
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
拡
大
過
程
」。

　
　

�

ま
た
、津
吉
浦
の
捕
鯨
業
に
つ
い
て
は
、吉
田
収
郎
『
平
戸
中
南
部
史
稿
―
津
吉
嶋
の
歴
史
―
』（
芸

文
堂
、
一
九
七
九
年
）
を
参
照
。

（
８
）　

末
田
智
樹
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過
程
」。

（
９�

）　

末
田
智
樹
「
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
成
長
過
程
」、
末
田
智
樹
「
平
戸
藩

領
の
捕
鯨
漁
場
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
萌
芽
」。

（
10�

）　｢

勇
魚
取
絵
詞｣

（
宮
本
常
一
・
原
口
虎
雄
・
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十

巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
二
八
八
・
三
〇
三
～
三
〇
四
頁
。

（
11
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
四
～
一
四
六
頁
。

（
12
）　

末
田
前
掲
「
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
成
長
過
程
」。

（
13
）　

末
田
前
掲
「
平
戸
藩
領
の
捕
鯨
漁
場
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
萌
芽
」。

（
14�

）　

松
下
前
掲｢

西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
運
上
銀
に
つ
い
て
」、
末
田
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に

お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過
程
」、
末
田
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の

拡
大
過
程
」、末
田
前
掲
「
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
成
長
過
程
」、末
田
前
掲
「
平

戸
藩
領
の
捕
鯨
漁
場
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
萌
芽
」。

（
15
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」。

（
16
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
四
～
一
四
五
頁
。

（
17
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
四
～
一
四
五
頁
。

（
18
）　

前
掲｢

勇
魚
取
絵
詞
」
三
〇
四
頁
。

（
19
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
五
頁
。

（
20
）　

末
田
前
掲
「
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
成
長
過
程
」。

（
21
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
四
～
一
四
六
頁
。

（
22
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
五
頁
。

（
23�

）　

藤
本
隆
士
「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
の
資
金
構
成
」、
鳥
巣
前
掲
『
西
海
捕
鯨
業
史
の
研
究
』、
鳥
巣

前
掲
『
西
海
捕
鯨
の
史
的
研
究
』、
末
田
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過

程
」、
末
田
前
掲
「
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
成
長
過
程
」。

（
24
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
四
～
一
四
六
頁
。

（
25�

）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
四
～
一
四
六
頁
。「
弐
拾
枚
ニ
当
ル
銀
」
に
つ
い
て

は
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
26�

）　

前
掲｢

勇
魚
取
絵
詞
」
や
武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
史
実
が

運
上
史
料
か
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
益
冨
家
の
多
数
の
運
上
史
料
は
、
松

下
の
優
れ
た
研
究
が
存
在
し
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、
そ
の
定
量
的
な
分
析
中
心
の
み
で
終
わ

ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

（
27�

）　

藤
本
前
掲
「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
の
資
金
構
成
」、
鳥
巣
前
掲
『
西
海
捕
鯨
業
史
の
研
究
』、
鳥
巣

前
掲
『
西
海
捕
鯨
の
史
的
研
究
』、
末
田
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過

程
」、
末
田
前
掲
「
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
成
長
過
程
」。

（
28
）　

末
田
智
樹
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』
の
「
第
三
章
」
を
参
照
。

（
29
）　

前
掲｢

勇
魚
取
絵
詞
」
二
八
八
・
三
〇
三
頁
。

（
30
）　

末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』。

（
31
）　

末
田
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過
程
」。

（
32
）　

秀
村
・
藤
本
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
」
一
六
四
頁
。

（
33
）　

武
野
前
掲
「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
一
四
四
～
一
四
六
頁
。

（
34
）　

末
田
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過
程
」。

（
35
）　

末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』
の
「
第
二
章
」
を
参
照
。

（
36
）　

末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』
二
七
三
頁
。

（
37�

）　

藤
本
隆
士
「
近
世
西
海
捕
鯨
業
経
営
と
同
族
団
（
一
）」、
藤
本
隆
士
「
近
世
西
海
捕
鯨
業
経
営

と
同
族
団
（
二
）」、
末
田
前
掲
『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
』、
末
田
前
掲
「
近
世
日
本
に
お
け
る
捕
鯨
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漁
場
の
地
域
的
集
中
の
形
成
過
程
」。

（
38�
）　

末
田
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過
程
」、
末
田
前
掲
「
西
海
捕
鯨

業
地
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
拡
大
過
程
」、
末
田
前
掲
「
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
又

左
衛
門
組
の
成
長
過
程
」、
末
田
前
掲
「
平
戸
藩
領
の
捕
鯨
漁
場
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
萌
芽
」。

（
39
）　

秀
村
・
藤
本
他
編
前
掲
『
益
冨
家
文
書
年
代
順
目
録
』
を
参
照
。

（
40�

）　

藤
本
隆
士
「
西
海
捕
鯨
業
経
営
と
福
岡
藩
」、藤
本
隆
士
「
鯨
油
の
流
通
と
地
方
市
場
の
形
成
」、

秀
村
・
藤
本
前
掲
「
西
海
捕
鯨
業
」。

（
41
）　

秀
村
・
藤
本
他
編
前
掲
『
益
冨
家
文
書
年
代
順
目
録
』
を
参
照
。

（
42�

）　

橋
村
修
「
あ
ま
漁
村
の
俵
物
諸
色
海
産
物
の
採
取
と
集
荷
の
権
利
―
近
世
後
期
の
肥
後
国
天
草

郡
二
江
を
事
例
に
―
」（『
東
京
学
芸
大
学
紀
要　

人
文
社
会
科
学
系
Ⅱ
』
第
六
十
三
集
、

二
〇
一
二
年
）。

（
43�

）　

近
世
捕
鯨
業
に
つ
い
て
は
、
二
野
瓶
徳
夫
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』（
御
茶
の
水
書
房
、

一
九
六
二
年
）、
岩
本
由
輝
『
近
世
漁
村
共
同
体
の
変
遷
過
程
―
商
品
貨
幣
経
済
の
進
展
と
村
落
共

同
体
―
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
七
年
）、
伊
藤
康
宏
『
地
域
漁
業
史
の
研
究
―
海
洋
資
源
の

利
用
と
管
理
―
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
二
年
）、
高
橋
美
貴
『
近
世
漁
業
社
会
史
の
研

究
―
近
代
前
期
漁
業
政
策
の
展
開
と
成
り
立
ち
―
』（
清
文
堂
、
一
九
九
五
年
）、
後
藤
雅
知
『
近

世
漁
業
社
会
構
造
の
研
究
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
後
藤
雅
知
・
吉
田
伸
之
編
『
水
産

の
社
会
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
優
れ
た
研
究
を
参
照
し
、
漁
業
史
・
産
業
史
的

な
位
置
づ
け
を
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

附
記

　

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
所
蔵
『
漁
業
制
度
資
料　

筆
写
稿
本
』
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、

国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
の
諸
先
生
な
ら
び
に
職
員
の
皆
様
に
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
近
世
・
近
代
漁
業

史
的
視
点
か
ら
の
分
析
の
重
要
性
お
よ
び
『
漁
業
制
度
資
料　

筆
写
稿
本
』
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

伊
藤
康
宏
先
生
（
島
根
大
学
教
授
）、
田
島
佳
也
先
生
（
神
奈
川
大
学
教
授
）、
片
岡
千
賀
之
先
生
（
長

崎
大
学
名
誉
教
授
）、
小
岩
信
竹
先
生
（
東
京
国
際
大
学
教
授
）
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方
か
ら
、
水
産

史
研
究
会
な
ら
び
に
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
の
共
同
研
究
会
を
通
じ
て
数
多
く
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。

　

益
冨
家
文
書
お
よ
び
益
冨
組
を
中
心
と
し
た
近
世
西
海
捕
鯨
業
史
に
関
す
る
経
済
史
・
経
営
史
研
究

に
つ
い
て
は
、
恩
師
の
藤
本
隆
士
先
生
（
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
歴
史
地
理

学
・
民
俗
学
的
観
点
か
ら
の
分
析
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
恩
師
の
田
畑
久
夫
先
生
（
昭
和
女
子
大
学

大
学
院
教
授
）
よ
り
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
益
冨
家
文
書
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
福
岡
大
学
研
究
推

進
部
の
藤
本
俊
史
先
生
、
後
藤
正
明
先
生
よ
り
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
合
わ
せ
て
衷
心
よ
り
深
甚
な
る
謝

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

引
用
・
参
考
文
献

岩
﨑
義
則
（
二
〇
一
〇
）「
捕
鯨
業
者
井
元
弥
七
左
衛
門
と
平
戸
藩
―
井
元
家
文
書
の
伝
来
と
そ
の
分

析
―
」
九
州
大
学
『
史
淵
』
第
一
四
七
輯

小
葉
田
淳
（
一
九
五
〇
）「
西
海
捕
鯨
業
に
つ
い
て
」
京
都
大
学
『
平
戸
学
術
調
査
報
告
』、
後
に
小
葉

田
淳
『
日
本
経
済
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
年
に
所
収

古
賀
康
士
（
二
〇
一
〇
）「
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
地
域
と
金
融
―
幕
末
期
壱
岐
・
鯨
組
小
納
屋
の
会

計
分
析
を
中
心
に
―
」『
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究
報
告
』
第
八
号

古
賀
康
士
（
二
〇
一
一
）「
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
肉
流
通
―
幕
末
期
壱
岐
小
納
屋
の
販
売
行
動
を

中
心
に
―
」『
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究
報
告
』
第
九
号

古
賀
康
士
（
二
〇
一
二
）「
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
中
小
鯨
組
の
経
営
と
組
織
―
幕
末
期
小
値
賀
島
大

坂
屋
を
中
心
に
―
」『
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究
報
告
』　

第
十
号

末
田
智
樹
（
一
九
九
二
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
益
冨
組
の
一
研
究
―
天
保
十
・
十
一
年
大
村
藩
江
島
捕
鯨

業
を
中
心
と
し
て
―
」『
福
岡
大
学
大
学
院
論
集
』
第
二
十
四
巻
第
二
号

末
田
智
樹
（
一
九
九
三
）「
近
世
後
期
西
海
捕
鯨
業
の
展
開
―
平
戸
藩
生
月
島
益
冨
組
の
生
産
組
織
を

通
じ
て
―
」『
福
岡
大
学
大
学
院
論
集
』
第
二
十
五
巻
第
二
号

末
田
智
樹
（
一
九
九
四
）「
近
世
前
・
中
期
に
お
け
る
西
海
捕
鯨
業
の
成
立
と
発
展
―
技
術
と
資
本
―
」

『
福
岡
大
学
大
学
院
論
集
』
第
二
十
六
巻
第
二
号

末
田
智
樹
（
二
〇
〇
四
）『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
―
西
海
捕
鯨
と
益
冨
組
―
』
御
茶
の
水
書
房
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寛政前期平戸藩領域における捕鯨業の一様相

末
田
智
樹
（
二
〇
〇
五
）「
江
戸
時
代
に
存
在
し
て
い
た
国
際
的
な
捕
鯨
業
？
」
中
部
大
学
編
『
ア
リ
ー

ナ
』
第
二
号

末
田
智
樹
（
二
〇
〇
八
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
史
研
究
の
現
状
と
五
島
藩
捕
鯨
業
の
地
域
性
」『
立
教
大

学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
第
七
号

末
田
智
樹
（
二
〇
〇
八
）『
近
世
日
本
捕
鯨
業
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
―
西
海
捕
鯨
業
地
域
の
形
成
と

益
冨
組
の
藩
際
経
営
―
』
昭
和
女
子
大
学
二
〇
〇
七
年
度
博
士
論
文

末
田
智
樹
（
二
〇
〇
九
）「
近
世
日
本
に
お
け
る
捕
鯨
漁
場
の
地
域
的
集
中
の
形
成
過
程
―
西
海
捕
鯨

業
地
域
の
特
殊
性
の
分
析
―
」『
岡
山
大
学
経
済
学
会
雑
誌
』
第
四
十
巻
第
四
号

末
田
智
樹（
二
〇
一
〇
）「
自
著
を
語
る　

末
田
智
樹『
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
―
西
海
捕
鯨
と
益
冨
組
―
』

御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
四
月
」
中
部
大
学
編
『
ア
リ
ー
ナ
』
第
八
号

末
田
智
樹
（
二
〇
一
二
）「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
形
成
過
程
―
益
冨
又
左
衛
門
組

の
運
上
に
関
す
る
史
料
紹
介
―
」
神
奈
川
大
学
『
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
年
報
』
第
三
号

末
田
智
樹
（
二
〇
一
三
）「
西
海
捕
鯨
業
地
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
拡
大
過
程
」
神
奈
川
大

学
『
国
際
常
民
文
化
研
究
叢
書
―
日
本
列
島
周
辺
海
域
に
お
け
る
水
産
史
に
関
す
る
総
合
的
研
究

―
』
第
二
巻

末
田
智
樹
（
二
〇
一
三
）「
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る
益
冨
又
左
衛
門
組
の
成
長
過
程
―
安
永
九
年
鯨
組

運
上
史
料
一
瞥
―
」『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
号

末
田
智
樹
（
二
〇
一
三
）「
平
戸
藩
領
の
捕
鯨
漁
場
に
お
け
る
巨
大
鯨
組
の
萌
芽
―
天
明
初
期
益
冨
組

の
鯨
捕
獲
を
か
い
ま
見
る
―
」『
民
俗
と
歴
史
』
第
三
十
一
号

武
野
要
子
（
一
九
六
九
）「
壱
岐
捕
鯨
業
の
一
研
究
―
益
冨
組
小
納
屋
の
分
析
―
」『
福
岡
大
学
創
立

三
十
五
周
年
記
念
論
文
集　

商
学
編
』

武
野
要
子
（
一
九
七
九
）「
前
目
勝
本
鯨
組
永
続
鑑
」
福
岡
大
学
『
商
学
論
叢
』
第
二
十
四
巻
第
一
号

田
島
佳
也
（
一
九
九
五
）「
小
川
嶋
鯨
鯢
合
戦
・
解
題
」『
日
本
農
書
全
集
』
第
五
十
八
巻
、
農
山
漁
村

文
化
協
会

田
畑
久
夫
（
一
九
八
七
）「
西
海
捕
鯨
業
の
変
遷
―
壱
岐
島
を
事
例
と
し
て
―
」『
民
俗
と
歴
史
』
第

十
九
号

鳥
巣
京
一
（
一
九
九
三
）『
西
海
捕
鯨
業
史
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会

鳥
巣
京
一
（
一
九
九
九
）『
西
海
捕
鯨
の
史
的
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会

中
倉
光
慶
（
一
九
八
三
）「
西
海
捕
鯨
と
井
元
弥
七
左
衛
門
家
に
つ
い
て
―
北
松
浦
郡
大
島
村
―
」『
松

浦
党
研
究
』
第
六
号

中
園
成
生
（
二
〇
〇
一
）『
く
じ
ら
取
り
の
系
譜
―
概
説
日
本
捕
鯨
史
―
』
長
崎
新
聞
社

中
園
成
生
（
二
〇
〇
六
）『
改
訂
版
く
じ
ら
取
り
の
系
譜
―
概
説
日
本
捕
鯨
史
―
』
長
崎
新
聞
社

中
園
成
生
（
二
〇
〇
七
）「
西
海
漁
場
に
お
け
る
網
掛
突
取
法
捕
鯨
法
の
開
始
」
平
戸
市
生
月
島
町
博

物
館
『
島
の
館
だ
よ
り
』
第
十
一
巻

中
園
成
生
（
二
〇
〇
八
）「
大
島
捕
鯨
の
概
要
」
平
戸
市
生
月
島
町
博
物
館
『
島
の
館
だ
よ
り
』
第

十
二
巻

中
園
成
生
・
安
永
浩
（
二
〇
〇
九
）『
鯨
取
り
絵
物
語
』
弦
書
房

服
部
一
馬
（
一
九
五
三
）「
幕
末
期
蝦
夷
地
に
お
け
る
捕
鯨
業
の
企
図
に
つ
い
て
」『
横
浜
大
学
論
叢
』

第
五
巻
第
二
号

秀
村
選
三
（
一
九
五
二
）「
徳
川
期
九
州
に
於
け
る
捕
鯨
業
の
労
働
関
係
（
一
）」
九
州
大
学
『
経
済
学

研
究
』
第
十
八
巻
第
一
号

秀
村
選
三
（
一
九
五
二
）「
徳
川
期
九
州
に
於
け
る
捕
鯨
業
の
労
働
関
係
（
二
）」
九
州
大
学
『
経
済
学

研
究
』
第
十
八
巻
第
二
号

秀
村
選
三
・
藤
本
隆
士
（
一
九
七
六
）「
西
海
捕
鯨
業
」『
江
戸
時
代
図
誌　

西
海
道
一
』
第
二
十
二
巻
、

筑
摩
書
房

秀
村
選
三
（
一
九
八
〇
）「
近
世
後
期
肥
前
小
川
島
捕
鯨
業
の
一
断
面
―
草
場
佩
川
の
見
た
る
―
」
九

州
大
学
『
経
済
学
研
究
』
第
四
十
六
巻
第
一
・
二
合
併
号

秀
村
選
三
（
一
九
九
六
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
関
す
る
史
料
（
一
）
―
肥
前
国
生
月
島
益
冨
家
『
所
々

組
方
永
代
記
』
―
」
久
留
米
大
学
『
産
業
経
済
研
究
』
第
三
十
六
巻
第
四
号

秀
村
選
三
（
一
九
九
六
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
関
す
る
史
料
（
二
）
―
肥
前
国
生
月
島
益
冨
家
『
二

番
永
代
記
』
―
」
久
留
米
大
学
『
産
業
経
済
研
究
』
第
三
十
七
巻
第
一
号

秀
村
選
三
（
一
九
九
六
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
関
す
る
史
料
（
三
）
―
肥
前
国
生
月
島
益
冨
家
『
二

番
永
代
記
』
―
」
久
留
米
大
学
『
産
業
経
済
研
究
』
第
三
十
七
巻
第
二
号

秀
村
選
三
（
一
九
九
六
）「
近
世
西
海
捕
鯨
史
料
『
五
島
黒
瀬
組
定
』
―
肥
前
国
生
月
島
益
冨
組
文
書
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よ
り
―
」
久
留
米
大
学
『
比
較
文
化
研
究
』
第
十
八
輯

秀
村
選
三
（
一
九
九
七
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
生
月
島
益
冨
組
の
創
業
」
久
留
米
大
学
『
比

較
文
化
研
究
』
第
十
九
輯

秀
村
選
三
（
一
九
九
七
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
史
料
『
前
目
定
目
写
』
―
肥
前
国
生
月
島
益
冨
組
文
書

よ
り
―
」
久
留
米
大
学
『
産
業
経
済
研
究
』
第
三
十
八
巻
第
一
号

秀
村
選
三
（
一
九
九
七
）「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
益
冨
組
の
労
働
組
織
の
一
史
料
」
久
留
米
大

学
『
産
業
経
済
研
究
』
第
三
十
八
巻
第
三
号

秀
村
選
三
（
二
〇
〇
七
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面
―
益
冨
組
・
中
尾
組
に
つ
い

て
―
」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
号

福
本
和
夫（
一
九
七
八
）『
日
本
捕
鯨
史
話
―
鯨
組
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
史
的
考
察
を
中
心
に
―（
新

装
版
）』
法
政
大
学
出
版
局

藤
本
隆
士
（
一
九
六
四
）「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
の
資
金
構
成
―
生
月
島
益
冨
家
の
場
合
―
」『
福
岡
大
学

創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集　

商
学
編
』

藤
本
隆
士
（
一
九
六
七
）「
西
海
捕
鯨
業
経
営
と
福
岡
藩
―
地
方
市
場
の
一
考
察
―
」
宮
本
又
次
編
『
商

品
流
通
の
史
的
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

藤
本
隆
士
（
一
九
六
七
）「
鯨
油
の
流
通
と
地
方
市
場
の
形
成
」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
十
二
号

藤
本
隆
士
（
一
九
七
二
）「
近
世
西
南
地
域
に
お
け
る
銀
銭
勘
定
」
福
岡
大
学
『
商
学
論
叢
』
第
十
七

巻
第
一
号

藤
本
隆
士
（
一
九
七
五
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
経
営
と
同
族
団
（
一
）」
福
岡
大
学
『
商
学
論
叢
』
第

十
九
巻
第
四
号

藤
本
隆
士
（
一
九
七
五
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
経
営
と
同
族
団
（
二
）」
福
岡
大
学
『
商
学
論
叢
』
第

二
十
巻
第
一
号

藤
本
隆
士
（
一
九
七
六
）「
益
冨
又
左
衛
門
」『
豪
商
百
人
（
別
冊
太
陽
）』
平
凡
社

藤
本
隆
士
（
一
九
七
八
）「
近
世
西
海
捕
鯨
業
史
の
研
究
―
平
戸
藩
生
月
島
益
冨
組
を
中
心
と
し
て
―
」

九
州
大
学
『
経
済
学
研
究
』
第
四
十
四
巻
第
二
・
三
号

藤
本
隆
士
（
一
九
七
九
）「
捕
鯨
図
誌
『
勇
魚
取
絵
詞
』
考
」
福
岡
大
学
『
商
学
論
叢
』
第
二
十
四
巻

第
二
・
三
号

藤
本
隆
士
（
一
九
八
一
）「
西
海
捕
鯨
と
鯨
油
の
流
通
」『
日
本
農
書
全
集
』
第
三
十
一
巻
月
報

藤
本
隆
士
（
一
九
八
三
）「
福
岡
藩
と
藩
際
経
済
―
博
多
相
物
問
屋
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
福
岡
県
史　

近

世
研
究
編　

福
岡
藩
（
二
）』
福
岡
県

藤
本
隆
士
編
（
一
九
八
四
）「
有
川
鯨
組
式
法
定
（
一
）」
福
岡
大
学
『
商
学
論
叢
』
第
二
十
八
巻
第
四
号

藤
本
隆
士
編
（
一
九
八
四
）「
有
川
鯨
組
式
法
定
（
二
）」
福
岡
大
学
『
商
学
論
叢
』
第
二
十
九
巻
第
一
号

藤
本
隆
士
（
一
九
九
一
）「
徳
川
期
に
お
け
る
小
額
貨
幣
―
銭
貨
と
藩
札
を
中
心
に
―
」『
社
会
経
済
史

学
』
第
五
十
七
巻
第
二
号

藤
本
隆
士
編
（
一
九
九
四
）『
近
世
西
海
捕
鯨
業
史
料
―
山
縣
家
文
書
―
』
福
岡
大
学
総
合
研
究
所

牧
川
鷹
之
祐
（
一
九
六
八
）「
西
海
捕
鯨
考
」『
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
号 

松
下
志
朗
（
一
九
六
九
）「
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
運
上
銀
に
つ
い
て
―
平
戸
藩
領
生
月
島
益
冨
組
を

中
心
に
―
」『
福
岡
大
学
創
立
三
十
五
周
年
記
念
論
文
集　

人
文
編
』

森
弘
子
・
宮
崎
克
則
（
二
〇
一
〇
）「
天
保
三
年
『
勇
魚
取
絵
詞
』
版
行
の
背
景
」 『
九
州
大
学
総
合
研

究
博
物
館
研
究
報
告
』
第
八
号

森
弘
子
・
宮
崎
克
則
（
二
〇
一
一
）「
文
化
五
年
、
大
槻
清
準
『
鯨
史
稿
』
成
立
の
政
治
的
背
景
」
西

南
学
院
大
学
『
国
際
文
化
論
集
』
第
二
十
五
巻
第
二
号

森
弘
子
・
宮
崎
克
則
（
二
〇
一
二
）「
大
槻
清
準
『
鯨
史
稿
』
と
大
槻
玄
沢
『
鯨
漁
叢
話
』
の
関
係
性
」 

『
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究
報
告
』
第
十
号

森
弘
子
・
宮
崎
克
則
（
二
〇
一
二
）「
西
海
捕
鯨
絵
巻
の
特
徴
―
紀
州
地
方
の
捕
鯨
絵
巻
と
の
比
較
か

ら
―
」
西
南
学
院
大
学
『
国
際
文
化
論
集
』
第
二
十
六
巻
第
二
号

森
弘
子
・
宮
崎
克
則
（
二
〇
一
三
）「
大
槻
清
準
『
鯨
史
稿
』
と
杉
田
玄
白
『
解
体
新
書
』
の
関
係
性
」

『
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究
報
告
』
第
十
一
号

森
田
勝
昭
（
一
九
九
四
）『
鯨
と
捕
鯨
の
文
化
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

山
口
麻
太
郎
（
一
九
五
九
）「
初
期
日
本
捕
鯨
の
諸
問
題
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
二
十
五
巻
第
五
号 

＊
参
考
文
献
と
し
て
は
近
世
西
海
捕
鯨
業
史
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
掲
げ
、
史
資
料
、
自
治
体
史
、

図
録
類
な
ど
は
省
い
た
。
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